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　　　　　　　　　　　　　　　 bll　KVN．　TO　IWATA 　 　 　 ，

　　　　本無 め
．
C・・cu ・画 d ・・ 中の Rhy ・ ・hiti・a ・，・Atte1・ bi・ゑ・ ，

　Ap 。d。rina， 厳

　　悟．て は既 に 多 くQ觀察が行は れ特に その 習性に つ い て は河 野廣道氏 が 19b
’i年

　　（1・・ m ・R… Ag ・・H ・kk・・m ・・
’
U ・ i… V ・1・XXIX ，

・P ・．・）蹤 細 記辮 蒐集

　　整理 して 分類 され た6 私は是等昆蟲 の 複雜な習性 に 數年來興味をもつ て ゐた君

　　・934鱗 麟 縣鵡 附近 の 落輔 葉樹の 雜納 で 頗 貌 盛 な彼 等 の 濁 を見 る 　 　 ．

．事
が 鰍 の で 鈔 調査 して ’

その 習猷 つ 畷 來 よ 夙 ・詳 し く吟味 ・・ 　 II

　　見 る事 に した 。 ．本報丈内に用 ゐた植物名 は當地 に 於け る友人澤村保 昌氏の 同定　　　　　’

　　に よるもの で竝犀摩く御禮 申上 げる 。 恂此 の研究 に先立 つ て 色 々 御助力下 さっ

　　た河 野廣道氏 に 對 しで深 く感謝の 意 を表 した い 。
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一
．是等象蟲類醸種類に よ つ て數の 上 で頗 る d 。minant な もの と然 らざ る もの　　・

・ とが あ る が ・本報告 の 材料 va供 レた 8種 の 象蟲は Aspaiobyctisct‘s ．
を除け臘

』

　　の 調査地大阪府北部 ， 京都市北部 ，

ヒ

武生附近 に於て は最 も dominant な もの に屬　　　・
tt

　　す る。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
「
、　 　

「
　 、　 　 　 　 　 　 　 　
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”

　　　　　・r　　　　　　　
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　　　　　　 （3） ヱ）el脚 鳴 畷 伽 幡 R 。ELOFS ＝ bガ
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
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　　　　　 ．（5）　A，pod8rzes　jeheSi　ROECOFS ＝Aj

．　　　　　　 （6）　ノS，poderttS　n 壱ten1　ROELOFS ＝ ゴAn

　　　　　 （7）　Par〔rplapodertC9 　tWdatis　Vomb ・HQVEN 　＝ ＝ Pp

　　
’
　 （8） （聯 ・tr・・h・1・，・r ・el・fSi　il・R 。LD 　 ＝Cr

　　 以上 の 8 種 ほ本文 中に 於 て は す べ て 上記の 略號 を用ゐ た 。 搖籃作製 に關す

躙 性雌 ど す べ て 搖籃 をほ ど…iて 調下緜 吉果斷定 した の で ある ・ 黠 の 性質

上 多 くの 圖を用 ゐた事 も斷つ て おか ねばならない 。

　　　　　　　　　　 1．食　
・

性

　　 野外觀察 の 結果 は 勿論成蟲 と幼蟲 との 食す る植物は同一で ある 。 飼育の 結

課 上 記 8 種 の 幼蟲は母 蟲の 造 つ た揺籃 を内部か ら食 つ て 行 く事に よつ て の み 完
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

至な發育 を逾 げ得 る事 を示 して ゐ る 。 Bv ．　Al，
　D ” を除 く他 の 5 種は そ の 搖籃の

中に 2，3 個 の 卵が封 じ られ た場合 に も 1 個の 搖籃は唯 コ匹 の 幼蟲 を發育せ しめ

る に 過 ぎない が之 は徐述 する如 く幼蟲間 に 鬪爭 の 起 る結果 で ある 。 加害する植

騨
何れ 雛 そρ葉燧 い て あ つ た婿 ふ 事働 ら輝 す嘲 育・ 櫞 そ

の 植物 に よ つ
τ造 られ た搖籃 が完全 に 幼蝨 を發育せ しめ る と言 ふ 事實 に基づ い

下決殿 たρ艶 る ・ 搬 耡 欟 察
：した結果の 碑 よつ て 作製しt・fttr關係 を．

示 す 。

霊鰡繍 一 滸＝ 鑑嬲 晦，
−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cr← 一一 s砂綴 洳 o漁   ．

　　上 記 の 如 く Cr は少 くと も私の 調査 で は Sty−raca の 1種 の み を攻 撃 して ゐ

る 。
Al も 臨 3 の 1種で あるが之は調査範圍が狹 か つ たか ら強調する事 は 出來

t
’
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なV・
。 Bv は Acer 屬 の み を用 ゐ て ゐ て

、 河野氏 に よ る と尚ほ多 くの 種 に 亘 つ

て ゐ る が私 の 知 る範 圍で は上珥3 種で あつ て 觀察地 に 多い 他の A．cer の 5種 に

は全 く及ん で ゐな“ し、 叉 ．4θθr 燭 禰 γ抛 に殆 ど攻 撃が 集中きれ て ゐた が 之は

恐 らく本種が最も dominant な Acer で あ つ だ爲で もあ ら，う。
　 Afi は 最 も廣Vb ・

館 範圍を
．
もつ て ゐ る61也の 蠣 鯲 て は F ・g・・e・e が 主なる もの で あるb 搖

籃 内に於け る幼蟲 の 發育歌態は揺籃 自身の 乾燥 に 頗 る關係が あ つ て
、
1それ を樹

楕か らと つ て 乾燥容易な紙箱に 入れて お くと殆 ど發育 し得 ない 。 葢 の あ る磁器

臥 れて 紳 て ．峭 囀 躁 髄 ぎる ・ 鑞叉 黼 子散 糊 して 献 と鋪 戯
め に黴 を生す るが幼蟲 の 發育ぱ良好で あ る

。 此 の 濕度 の 高 い 事 を必 要と する の

，
は野外 に 於て も見 ら猷 乾燥迅速な陽地 に あつ て は是等の 昆蟲 は劣勢 で ある e

”

特 に Bv の 樣 に loogeに 搖籃iを卷 くもの で は乾燥 した斜面等で は 造 つ た樒籃 は 多

く無駄とな つ て ゐ る ・ 生 態騨 勺に見 て 是
’
等昆蟲 ば多灘 對 す る 1つ の i・ di・・t・t

と考へ る事が 出來 る膵らう 。 搖籃 と 多濕の 關係 に つ い て 極 め て亂暴で は あるが

飼育結果か ら多濕 を要求 す る と大瞻 に 斷定 した もの は An
，
　Pr

，
　A1 を除い た 5種

ζ他に Apoderas　bαlteatzes、R。ELO 覊 BycttSeus　fausti　SHARP
．
（此 の 2種 の 學名は

‘

日本昆蟲圖鑑 に よ る）の 7 種で ある 。 之等は An
，
　Prや ECt’ops．　punctatestriathe

MoTscHulsKY （H ．　Kox σ： 1927
，　Ins．　Mats、　J．　II，　Nr．ユ

，
　p．42 に 依る） に 比 す る

と頗 る弛喘 髄 造 る の で よ り騨 し掛 の であ
．
ら う・ 、イ亘し驚 ρ韈 皹 に

卷 き方の みに よ る の で な く後逋 する葉の 截断法 に もよる事大 で あ つ て
、 此 の 點

か ら見る と Pp の 方法 は私の 知 る所 で は最 も葉の 萎凋 を幽ぐ截斷法で あ らう。

Aj の方法は萎れ方の 少い 事で 之 に 次 ぎ Cr は 中肋脈の 切斷 され て 了 ふ に か S は

らす可成 診萎れ す、Du
、　An ，　Pr は 切斷法か ら見る と最 も乾燥 を早 め る條件 に あ

る 己 茲 に Pr は相當乾燥 した地 に寧ろ dominant で あ る事 は注意 す べ き事で あ
’

る』B・ は 多數の 葉を もつ て 搖籃 を造 るが 、 其の 内部の 數葉は頗 る 緊密に 卷かれ、

妨 つ 湘 常長時 聞S の 濕朧 保つ て ゐ るカ・
・ krtはそ の 外部 va多mett

つ て 乾燥を防止 して ゐ る事 に もよるで あ らう。 要 す る に 之等昆蟲 の 生 活 に は 食

勲 保存 す る
や 躙 齣 夥 灘 力泌 要 で あ る 拷 犁 病 の

鮪 る ・

噌

II．葉 の 切 斷 法

是等の 昆蟲は翰 を卷 くに 都合よ曜 度の萎凋 を起 させ る たあに特有の 戳
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斷法を持つ て ゐ る
。 勿論截断は萎凋 の み を目的 と した もの とは考 へ られなV ・

σ

該蘂 身に 於 け る物質の 移行 を防止 す る事 もその 1つ の 目的 で あら う。
Bv ば多數

’
の 葉 を用ゐ各葉身上 に は 何等藏 斷を施 さなV・で 葉柄叉 は枝 上 に牛ば齧 り傷 を與

へ る 。 A■は單 一の 葉に造作 する が 葉身上 に切斷を行は す 、 葉柄を齧 つ て お くの

み で あ る e
’Pp は 孚ば齧 られ定 中肋脈 を殘 して 斐身の 1 側 の み を切 斷 し、 Aj，　Cr ，

Du は葉身 の 截斷を 1 側 よ り始め 中肋胝 を突破 して 他側 に まで及 ぼ し、価 、
　Prは

葉身瀰 側 よ 臟 斷して
、 牟歇 は全部の 厚 さ囓 られた 中臆 の み 磯 す 。

皀卩蝶 柄 旙 つ て 駅 H ・ と 嘩 鄭 て は す べ て 中騨 を切斷 して しまふか

又は 牛ば齧つ て 萎凋 を起させ る。 何れの 場合 に も截斷は 中肋の 方敵 向つ て 葉
・

縁 よ り始 め られ る 。
Cr

，　Aj，　Pp ，　Du に 於 て葉縁の 左右何れ の 側よ り截斷を
’hふ

か は全 く機會の 問題 と思 はn る ・ 截斷線は C ・
，
・D ・ の 場合に は曲線で あ り （D 。 ．

に は河 駅 の 微 の 如 く直線の 場合 もあ る）、
Aj

，

「
P。，　A ・

，
　P 。 鯲 て は殆ど直

線で ある の を正常 とす る 。 但 し c ・ 鯲 蝿 中肋anva到達 す る まで は直線で あ

る 。 各 タ の截斷線が 中肋脈に 對 して なす角度．（e）は それ ぞれ 一定 の範圍 を示 し

て 居 て ・Fpに 於 て は當に殆 ど ∠ e　 ＝　9D°で あ るが 、
　Cr，　Aj に 於 て は ∠ e＞ 90

・

で あ る ・ 此 の 2綜 ？い て aSk　 5・ 個の 搖籃 瀰 査 した結果瞰 表の 如 くで あ

る。　　
』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

鴎 共「e　 eく 90P は 稀で e ＝ ・eo
°

は 30％ 内外で
、 ・・ 9ぴ は 60％ 内外で あ る 。

その 材料 は Aj で は 50個の 中 8個 が榛の 葉 で 他はす べ て栗 の葉 で ある6 飢 P．

に於 て は左右兩縁 よ b中肋に 向 つ て 截斷される もめ で兩側の 角度 θ ＝ ダがjE常
と考 へ られ る の である が 、實は 調査す る と訳 の 如 き結果で あつ た （1931年大阪府

池 田附近 ）。

顔 劇　 ・

’
露

1i

　 ・・

・ 慶
．le一勘 ・ ie− ・

’
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計
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’
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　 帥 ち 0 ＝ ダ の 場合鏡角 をなす の が普通 で あ る が e キ ダ の 時 に は何れか 1 側が

　　go
°

又 は鈍角 をなす場合が相當 に 多い 。 要 す る に 兩 側角が等 し く鋭角 をなすの

　 が 産卵期の初期 に見 られ、後期 に なつ て 個體數 の 塘 加に と もなふ葉 の 缺乏 を來

　 た した時 に 不規則 な截斷が 多 く現れ る點か ら見 て
、 前 者 を正常な習性と考 へ た

　 い
。 此 の 様な結果は恐 らく An に 於て も見られ る もの と思 ふ 。

　 Pp の 切斷は葉

　 縁の 何れか 1 方か ら勧まつ て 中肋胝 に 殆ど直角 に 行當 りそれ か ら中肋に 滑 つ て

　 葉の 基部 の 方向に直角に轉向少 し く上 昇 して 止 み 、 明瞭に横走線 と縱走線 を區

　 別 する事が 出來 る 。 Du の 截斷線は寧 ろ淺 い 弓形の 曲線を描 く場合が 多 く、 中肋

り 胝は全長 を2 江 に 分割する場合 を多 く見 る （以上截 斷線 に つ い て は第 2，
3

，
4

，

　 Q 圓參照）。

HI ．莖 の 加 工

　　Bv
，
　Al は葉柄叉 は枝莖 に加工 をなす。

　Bv が 何個所 に 於 て 莖枝 の 孚切斷 を

行 ひ 、 何枚の 葉 を萎凋せ しめ るか を 50 個の 搖籃 に 就い て 調査した が 、 之 は葉

の 大 き きに よつ て 非常 に差異が あ る 。 併 し孚齧點 の 數 は稍々
一定 の 範圍を もつ

て ゐる と考へ られ 、
3 個所 の 切斷が 中心點 を示 して ゐ て 亭均8 枚の 葉 を萎凋 せ

しめ る 。 夫 k の 刧斷小枝 の 先 端の 2 枚 の 對生葉 とその 葉柄間か ら出た數小葉 を

萎れ させ る の で 全部で 大體 6〜10 枚 となる の で あ る 。

糊 斷 數 1 ・ 1 ・ ［・ 1・ 1・ 171 ・ 1 ・ ［合 計

頻 度 i　sl131 　gi 　gi 　71 　3 　31 　11 　50

萎 ・ 難 1・ 1561・i・回 ・・1・・1・21 ・31 ・41 ・sl ・61 ・7 ［18i ・・1・・1・・

頻 　　廣1113151314　3iglll2 ｝3141 　413 　11 　21 　エ　11 　1

　　萎凋葉數を示 す表 は何處 に 中心 點 が ある の か 明確で ない が 之 は樹生葉の 間

に 小形の 若葉が 入 つ て 來 て 之 を數 に 入れ るか らで あ る。 萎凋數の 最大 は必す し

も搖籃 の 最大形 を示 さな vo。 例 へ ば50例 中最大 の もの は第 5 圖の EL に 示 した 。

之は僅ガに 10葉か らなっ て ゐ る に 過 ぎぬ が 7葉は
’
ウ ゾハ ダ カ ヘ デ と して は殆 ど

最大葉と考 へ られ る もの で あ つ た 。 Bv の 搖籃 を附 けた枝 に は そ の 近 くの 葉を附
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’
けた小枝が 屡 々 牛 ば齧 られて 萎凋 垂下 して ゐ る の を見 る

。 之は 播籃の 卷 を方を

　調査 した結果か ら推定 する と 、象蟲は搖籃 の 中心 をな しそゐ る産卵葉 （第 5　WU　IC
於 い て 3 ・な る ・u 盥 を附 した もの ） の 近 くの 勲 萎 凋紐 て産鱗 鞄 み ”

・

癖 廰 方の 葉へ と及ぼ すの で あつ て
、 上記垂 下葉睦 凋め後之 emge。 ． livaま

で 引附e4iC 及ん で 鰰 嗹 距離 で あ4t ・め 不可能に 陥り 嫩 棄し徴 め醸
雕 ん だ が それ は更 題 放 ある の で 徇 一暦榔 合な罐 瞰 り 、

・
か

・
s
’
6 行動

が膿 され た櫞 出勲 もの と考 へ られ る の で あ る ． そn で 羸 下 勳 、部

尠 くと も鱸 の

噸 部 胴 機 賭 へ て enva入d・6 ・x’9 で あ る 。

l

　　
A1 は葉柄 の 葉身 に 近 V・部分 を 1

，
2個所齧 つ て 萎縮 させ て 了 Ptそれ it　X つ て

瀚 を翻 睡 て か 蜷 込 んで行 く． 常 に 唯 傲 の 勦 肋 る （第 、驂 照 ）。

　　　　　　　　　　 IV・卷 　上 ． げ

　　歟 睡 砌 斷 した後鰍 期 蠶 腑 つ て 卷上 げを始め る ． 此 の 櫞 蟲

蝶 の 裏面 を上下 し嘆 蜷 上 げを彿 に 際 して 綿 噛 曲する徽 中肋臓

、
はsesな戴 に 淀 の 齬 腆 へ る ・

B ・ に於て 此 の 髏 は殆 ど して ゐない が數
囘 の 例か ら見 る と Acer の黼 撫 上 噸 る 細か 囓 傷 腆 へ て ゐ る ． 之 皰 し

灘 葉 鯲 い て の 槻 られ ・ ・
c・ 鯲 ・ は ・・棚 上 の 瀦 の 褓

，
中肋麒

，他胝上 姪 然齧傷を與 へ な V と言ふ事 脚 つ ？d ．

’
之 は S・y。a 。 の 葉噸 る軟か で

あつ て 輸 の 齧傷 を 必要 と しlt・L・ ・k め な の で あ らう． 漸 島氏 （・9・3）が記載 して

ゐ る被舗 物 Rhoaloteend？’on 　serl）yllzYolinm蠍 葉で あ るか ら同撒 行動 す 魂
の と考 へ られ る 。 齧傷 に つ い ては Aj

，　Pp に つ い て 詳細 に 調 べ て見た が Pp に

撫 は可域 喚 味あ るもの で あ つ た ・
Aj の方槻 比較的簡單で あつ て 中肋 を

突破 し砌 断 し巌 中蹶 の裏 酖 於 て 贓 個脆 りca・k 一
定の 1隔 を以 t

稍 唖 蟠 傷腆 へ 哘 く・ 此 の 齧傷の 數 は彊蹴 葉暢 合購   吐 齦
ら加 ・ 葉の 突柵 は軟かで あ る た め か全 く齧傷麒 へ られ て ゐない

．
3。個 の

搖籃 に つ い て 此 の 數 を調査 した が次の 如 くで あ つ た 。

齧馴 61 ・ 1・ r− ［・ii　・・　i・・　i’・・4　i・5i ・6i 合計

皺 1125 国 ・ 4i ・ 1 ・ い 巨 1・・
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釦ち大體中心拡 9州 10で あつ て 之 よ り多い 場命の 方 が多い事 に な る 。 。村料は す

べ て 栗の 葉で あ つ た 。　　　　 ．　　
『
　

’
　　　　　　　　

−

　　Ppに 就V ・て は 新 しV ・搖籃 を澤 山集め て 觀察 した結果葉身の 中肋胝 の 1 側 に

與 へ られた切 斷の 他 に 4種類の 齧傷が例外なしに 葉の 上 に殘され て ゐ るの を見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
出 した 。 そ の 3種 は 中肋胝．の 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に 殘 され て ゐ て 他 の 1種 は 中肋

第　 1　 鬩

5

胝 に溜 っ て切斷線が上昇 した附

近の 葉身上 で 切斷 きれ陀側 ≧反

對 の 方 に散在 して ねる 。 之 を假

に 齒痕 と稱 す る （ng　1 圖參照）。

先 づ此 の 齒痕 に つ V ・て 吟味して

み る 。 初め 私は 此 の 齒痕は萎凋

に關係ある もの と考 へ て ゐた D

切 斷部附近の 2， 3個 の 側胝間の

み に 發見せ られ 、此 の 數を調 べ

て 見 る と次 の 如 く一定の 限界が

あつ た 。

　 〔1 ）68（4）−6−14　｛6）51（3）−3−　8

　 （2 ）60（4｝4 −11　（7 ）50（3）一・2− 8

　 （3 ）62〔3）−3−11 　〔8）43（3〕−4− 5

　 （4 ｝55〔3｝−4−14 　（9 ）4a（3〕−5− 8

　 〔5｝　52〔3）−1−11　　〔1D）40（2）一｛5−10

　　 初項 は齒痕數で括弧内 は側

脹間 の 數で 第 2 項は後述す る裏

面 中肋胝上 の 彎曲部 内側の 傷痕

數聯 顕 は肌 く中肋上 の 斜骸 で あう諺 卩猫 鰍 は 4°〜7°個 で あρ τ

概 し て他の 傷痕の 多V ・時 に 多 い 樣に 考 へ られ る； そ し て 此の 兩者は堅 い 葉 に於

て よ り萎凋を要す る時に當然並行的に起 る ぺ き もの だと考 へ 允 。 然 る に 其の 後

多 くの 場合を調査す る に 及ん で 之がす
・う と葉の尖端部 ま で 散在 して ゐ る もの も

つ
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・
號

見出 し（第 ・驂 照 ）・その 紛 で は鄭 輪 礦 凋 を鯲 瞬 嬢 騾 め られ

k　’°の で こ 蠣 の 推定 賭 定 した くなつた ． 更 蹼 の 後鼎 醸 に よ つ で 。，

が葉を秘 て ゐる の 観 た 力噸 る遲鍬 行動 し・方厳 で輛 に近嘆 諏 つ

か ま り他h ° 3 肢班 囎 上 げた 部分 を弓1寄胴 時噸 部 渡 歡 購 齢 て

端
で齣 附い て ゐ る ・ それ で 上記の 醸 ・・生 e．そ轍 ・・ 嘩 卑る と明瞭な

躙 の 小孔か ら成つ ・ ゐ 鯉 由 蜘 つ た ・ 全 く萎凋・ は脇 の な蝿 の の 撫 ．
ある ・ 次 畊 の 物 鰍 の ・勸 傷で あ る が之 は全 く鮴 な し畴 乱 鰯 。

く區別 し得る
。　　　

1
　　　　　　 ・

a） 勦 麺 鯲 ・ 中贓 醐 鰍 ρ繊 ・ ら齢 嘆 基部・ 嫐 點鯲 。

　　　中肋 脈の 直徑の 牛 ば 燵 するvaa囓 られて ゐ る ． 常雕 ・個 の み盤

　　　する ・ 之 観 と して ec上 の 物質の 鋤 が 鈔 と も阻 靆 れ る事は 想傑

　　 難 くなv ・ （第 4 區L16，17，18）。

b） 勦 飄 鯲 て 中臆 醐 斷側 と販 對 ゐ側の 。 黝 り先砺 で 、 個内

　　外 の 齧傷を與 へ

’
S
．
れ る 。 之 は 中肋轡曲部 の 内側に あつ て 妊の 傷 の 與 へ ら

　　
れ 妨 向畷 曲せ しめ る に 瞠 戴 婁 舳 の と考 へ らscる。 其 の 數躙

　　
す 躙 査 瞰 の 如 くで あ る （第 岻 ・ の ・），

齧 傷 數 1 ・ 1 ・

］ ・ … ・ r ・ 回 合 計

頻

　 ・ 回 ・ 1 ・ ・ 回 1・ 1！i　 1　1 ・・

・） 輙 面鯲 ・ 中贓 賄 慚 ・ ・略 確 ρ騰 ・ 所 ・ ら略 。 一定

　　隔 を もつ て 1° 個 内外の 鋤 の 轍 童渠囓 廊 嶼 へ られ る 。 之等蜷

　　
上 げ嘸 して 中肋 を容易 囎 齢 しめ る に 必要 な もの で あ る

． 其の 轍

　　蜘 て 調査 した騾 は嫉 の 姐 で あ る （第 岻 B の 、 ）。

簟
傷 數 1　　・ 倒 ・ 81 ・ 1・。 i・・

庭 r・ 国 ・ ・ ［・ 1・ ・ 3 ・

1・2i ・31 ・・

2

「
O1121合欝 ．

1・・

　　轢 の 葉で 進 らA・fe・・ の 櫨 2D 個 に つ い て そ の裏 面 鯲 け 珊 鷭 b
，
．c

の 數期 他購 線嬲 の 測定滌 を示 すと次 の 如 くで あ る （第 風 B ）。
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呵 ・ … 14Ql・ … IQ酬 ・・
．li・… 1・Ql 即

・ 1蜩 ・・、1・N ・・
．

丿

0444455

」
655

，

1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

35m

、。

P
「

薹
E ，
飾

罰

B

715598

．

91010810

20
お

、10251827

，
26282632

’
IOO9690105go105100105105

・

9Q

石

5
δ

5656667

18

％°
2615261213218

ro51Q10109105106

・

8368223

些

30

212223313210090go80100105goI1590

ユ05

11LP13141516

’

1718
　
’

1920

QQ’

は略 R あ る 限度を も？て ゐ て c の 數 に 比例 しQQ7c−1 ； 2 ”v　3　mM ．の 間隔

、をもつ て 齧傷を與ぺ られ て ゐ る 。

　　 Pr は Pp と よ．く似た 2種 の 齧傷を與 へ 帥ち葉 の 表面 中肋胝上 に稍 々 深 い 噛

．
傷 を與へ そ の 左右 に 於 て 業 身皐に 小 酵の 三角形の 孔 を開け 、 時 に跳の 切込 み は

長 く
’
なつ て 小孔 の 尖端は 左右兩切斷線 に 到達 して 中肋 脈の 左右に は 殘 され た葉

身 と揺籃と の 間に 小形三 角片 を生 する事が あ る 。 此 の 齧傷ぱ Pp の 吊 に相堂す

る の で あ るが遙 か に深刻な もの で あ つ て 例外 な しに 存在 する 。 今 1 つ は Pp の

c に相當す多齧傷 で 、Pp に 於ける よ bも遙か に小刻み に輿 へ られ 、その ため 出

來上つ た揺籃 は頗 る美事な彎曲をな レて   る（第 4 圖 ，
13
’
〜 15

， 第 3鬪 ，Pr　1〜 40）。

’
　 か くして 切斷叉 は 切斷且齧傷を與 へ 涜 象蟲 は共の 切 断 よ b先 の 方 の 部分 を

卷い て行 く、 而 して そ の 途 中で 産卵 を行 ふ の で あ る が今産卵に つ い て は暫 くお

・
き卷込 につ い て 吟味 する 。

Bv
，
　A1，　Du に 於 て は 葉裏 を内に包 む樣 に ∵ 端か ら卷

込 ん で行 き他の 5 種 に 於 て は すべ て 葉の 表面 を合せ る 樣 に 先づ 中肋胝 を折 目 と

し て學み如 で先端か ら拳込ん で 行 くの で ある ． すぺ て騰 搖籃 繭 靱 鷹 で

模型 を作 つ で 容易に理 解する 事が出來る 。
Bv の 搖籃依多 くの 圖に 示 し．た如 く

（第 5 圖の 1 の suMx あ る もの）外觀頗 る多樣で あ る が そ の 最 も内部 に ある中

心 の 産卵葉片の 巻 き方を見 る とそ の 手段は全 く同一で あ る 。 多 くの 私 の觀察は

ウ リ ハ ダ カ ヘ デ で あっ たが ら之 に 試 い て 述 べ る と 3 出掌状葉の 1側 の指葉の 縁

か ら始 め て 全 葉身を卷 き
、 9kvaその 卷上 げた もの の 全長の 中點の 少 し く卞部か

らそれ を 180『折 り曲げ 、 それ を上方部 の 周圍に卷附ける の で ある ．（第 5 岡 の 3

の suMx ある もめ）。

・
此の 産卵葉は頗る堅 くしつ か り締 め て 卷かれ て ゐ る e

” A1
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　獣 ビ ヅ ル の 掌糠 の 輔 近 同 伽 齢 ら

’
継 始漣 面の 約物 蜷 い てが

　　与そ の 卷 V脱 部分 の 杢長の 先 端部 コ／3 を外側 に 、 帥彦葉の 表面を内 に すちet■
’

折

　疊 み ・ 次 1販 對方 向に 皀ロち葉殖 を内 1・・t る樣 に 卷 込ん で 行 く． 之は大 薩 め

　場合 に 見 られ るが 、小形 葉の 時 に は最初 の まま 最後 ま で 裏 を内に して 卷 き全 部

　又は 殆 ど全 面 を卷 V・ て か ら 180°

先の 方 を折 り曲げ て 疊 む （第 5 圖 ，
XI

，

　Y 】一コェ1，

　
z ・−rv）・

B ・ の場合に 驥 と葉とは紫褐色の 膠質の もの で所 鮒 趣 せ て ある 。

A1 の 場 evaは Y ・硯 る撒 一 ・ ヅル 螺 裏 略 生 して ゐ 磯 毛 鯏 胤 て 恰

　 も絲碓 ひ 合せ た撒 巧み 鵬 め られ て ゐ る ． 皀ロ蜷 上 げた後 、 皺や鯔 蚓

寄せ られ 1 方の 側 か ら綿毛 が掻き集め らnxxの 様 鰔 つ た もの が 引 齢 け られ

反 對の 側 va小 孔 繝 け て その 収 押込 まれ るの で φる 。 此 の 鰍 膿 徹 葉裏
が 外 燗 る や う蜷 か れ る事は鯉 的で ある ．

D ・ は切鰍 の燮異が 飾 の に 對

　し て 卷 き方 は單純 で 一一ffで ある 。 大體切斷起點か ら裏を 内に して 卷込 ん で行 き

・ 最後 va葉 の 先端が卷附 け られ て 全體啼 め勧 が つ く．

’

櫞 の 全 形既 岶 つ

歌 徽 細ま つ て 行 く長い 麟 形 挫 して ゐ る ． 恐 ら く8 種 の 中で 賑 も簡單

　で あ らう （第 4 圖、8〜10
， 第 2 圖 ，

Du 　
’
1

，
　3

，
　23）。　Pp ，　Aj，

　Cr に 於そは切斷線以卞

が先づ表合せ に 中撒 を縮 罎 まれ 、 時に 初 瞰 が らな 絆 葉 va 倆 面共

嬢 が 敞 ゐる）再 び第 ・a 的 畷 とXt ・W4來たと考 へ られ る ． 触 が熟 な

　うか は初 め va切斷が 中肋 の何れの 側 に な されたか に よ つ て 自ら決定され る
。 象

蟲 は そ の 第 2 蝦 面 納 蜷 込 む徽 し て行 く。 す る 眦 の 内面 をな袢 葉 ど
外 面をなす孚葉 と の 聞 に 如何 して もズ レ が生 じて 内孚葉が 既に卷き絡 へ られた

時 峭 外 牛葉 砂 し 惓 擁 て な
’
聯 分力殘 る ． 此 嚇 外篠 を少 しく購 せ

しめ る 捲 晩 部分槻 に もどつ て 鮒 ・ しま う事≠沙 か らす防齔 ・． 助 ．
卷込みMc つ い て 鯉 を用ゐ て知 次的 に瀧 肺 嬢 面 を頒 咄 して ng．．

て 行 くとe く締括 りの つ かな嚇 果 となっ て 上 記 の手段 が必然的va行は 傭 ぺ

　き事を知 る 。 こ んな結果 を生する の は孚側切斷の 搖籃 に 限 られて ゐ て Afi，　Pr の

様 な酬 1砌 斷の 場合 鯲 霞 は 何れ の 面 蚋 徽 し外側 に しや うと＿
向さしつ

か へ が ない
・ 勿論此oe 合 鯲 い て も内側牛谿 外側 の 牛勲 り早 く卷 きrsへ

られ る 事は 圖に よ つ て見る も明 か で あ る。

　　卵 が葉片 顰 み卷 く前畦 下され る もの 力収 途中で か叉 は後畦 下 され る

もの か を知 る事は面倒で ある 。 叉時 に 1 卵性搖籃 （Bv，
　BI

，
　Du 以外 の 5種）巾
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に 數卵 を見出すの は績い て 産下 され た ．もの か否 か私 va　k：不 明で あ る 。 併 し一般

にす ぺ て の 場合少 し卷 V・て か ら．そ の 卷かれ た部分 の 隙間に 腹端 髯挿入 して 産卵

：す るもの と推定され る 。
．例へ ぱ AI．の 搖籃 を解い て行 くと葉柄端が ら隔 つ た所

に見出 され る卵 （之 は初め に見出 され る）vaど葉縁か らの距 離が遠 V・
。 帥ち母

蟲は葉柄端
．
に 近 い 部 分か ら卷 き出 して 次第に 先の 方 へ 卷 い て 行 きその 途中に．卵　　　　　　　　　　　　　　　　．｝

を順次産下 して 行 くの で あ らう。
Bv に 於い て も殆 ど同樣に卷 きつ つ 卵 を挿人

　して 行 くもの らし く卵 は 常 に産卵葉 の 最初 の 卷 き初 め の 葉纔近 くに産下．されて

り
ゐ る 。 時 に 例外と し て産卵葉を卷 き絡 へ て 折 り曲げ先端を卷附けて か らそ の 上

の 第2 葉 との 間に産卵 して ある時が あ つ た 。
Cr の 完成され て 餘 り時間を經て ゐ

な嗾 籃 を験
て 見る 礫 の 先糀 く ・PW）wt末聯 の 左」ft… Mrthづ 扱 嘩 以

上 、丁 度卵 と同 じ位 の 直徑の 孔が開い て ゐ て 卵は その 點に お さまつ て ゐ る 。 之

は明か に産卵するため に 開か れた孔 で あつ て 、表合せ に疊んで 少しk卷 い て か ・

　ら母蟲 が産卵の だめ に 口 で 開けた もの で あ ら う。
1 卷 き してか ら開けたの で多

　くの 場 合は孔は 2 個 、2 卷 を して か らだ と 4 孔 と．な るQ で あ らラ。 今一寸調ぺ

て 見る と

産 卵 孔 の 跡 1
　 　 　 　 　 　 ］

9θ 3 4　 ｝ ・ 匿 ． 計 　
’

頻 度 1 ・4
− − L − ＿

で 咽 の 孔 は 蜩 秘 て か ら徽 の 壁 を逼し嘩 の 表 に卵を挿入 した もρ拷

へ られ る 。 此の 7 孔 を有する搖籃 2 例中1 例は唯 1 卵 を他 は 2卵 を含ん で ゐ た 。

．孔の 數 と産卵數 と は何等闘係が な い
。 卵 は・常に葉 の 裏面 に 接觸 して ゐ る 。

Pp に ・

於 て はか か る産卵孔は認 め られなVb。 卵は疊み合 され た葉の 表面の 間 に 挿入さ

れ て ゐ る が 、 稀 に 外 側皀Pち裏面 に あ る時 もあ る 。 多卵性の Bv
，
　A1

，
　Du に 於 て は

卵 は常 に 裏面 に 離れ離 れ に 産下 して あ る が 、 ？p，　Ci，　Aj 等 1卵性で は 2 卵以 上

の 時卵 は多 くは 1個 所 に塊 め て 互 に 接觸 して 産附け られ て ゐ る 。
Pr，　A 皿 に つ い

’

て は 詳 しい 調i査を持 つ て ゐ な い 。

v ．産卵數と幼蟲間の鬪爭．

　　1 個 の 搖籃は常に唯 1匹 の 雌に よつ て 産卵 され る の で
’
あつ て 、此の 場合 ア

體何個の 卵が産下 されるか に就V ・て 吟味 して 見や う。 既逑 の 如 く Bv
，
　Al ，　Du は

1
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つ

多卵性 と も云 ふ べ く正 常の智性と して 1揺籃 中に 多數 の 卵 を互 に 離 して 産下 し、

幼蟲は 共 同搖籃を鬪爭な しに 淌費 して 發育する が ． 他の 5種 kiあつ て は搖籃は

唯1華の 幼蟲發育に 必要 な營養を保 有す る に 過 ぎな い か ら多卵産下 は果 して 正

常行動で あ るか 否 か 即時に 斷定 出來 ない 。 今私の調査 した範圍内で 次 の 6種の

1揺籃 中の 卵數を示 す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

搖籃敷

産卵 數
1 ［213 　4f5 　6 　7 　8 　合 言‡

　 　 　 　 Bv
　 　 　 　 Du

　 　 　 　 A ］

　 　 　 　 or

　　　　 PP
　　　　 Aj

EPち各種 の 卵數を頻度の 中心點 に よつ て 推 定 す る と Bv ＝ 3，　A1　 ＝ 3，
　Du ＝ 2，

C ・　＝＝ 　Pp 　＝ ＝　Aj　＝ ＝1 となる・ 庇の 中 D ・
，
　Al は觀察數が 少 い か ら確定的 に は言

へ な い が Du は そ の 搖籃 の 小 形 で ある 事か ら見 る と 左程 に 多V ・數 と も考 へ られ

加 ・ B ・ 鯲 い て も河野氏 は ・・鋤 上 の 卵數観 て 紡 れ るが （欟 農鯉

會輯 No ．91，1929）、 私 は 不幸 に して 7 個以上 を見 なか つ た 。
　 Cr に於い て は 上

表 の 如 く 20 ％ 崎 2 卵 を含ん で ゐたが （14〜15
， VI ，ユ935觀察）此 の 他に 幼蟲 ，

蛹減 蟲 を含ん で ゐた 確 で は常雕 姻 の イ購 で あ つ た ． ・4
， V・，・b3S夕刻

2匹 の 牛は發育 した 幼蟲 を 1 匹 が安全 に弛を食ふ 事が出來る樣 に 位置せ しめ て

硝子鰰 に 伽 切 葉 で封 じて S・Y・fe。 ユ5
，
　V 嘲 1匹 馳 の 綴 暾 蹴 破 ら

れ て 死 ん で ゐた が何等食は れ た形 蹴 なth・O た ． 生儲 肪 向纓 へ て ＆脚
の 葉 を食つ て ゐ た 。 之だ けの 事實 で Cr 幼蟲間の 鬪爭は決定 出來ない 。

Pp に 於

い て 2 卵の 場合は寧 ろ例外的で あつ て 上 の 9Pく僅か に 4 ％ で あつ た 。 且つ 此 の

2 例に於 い て 何れ も 1 方 の 卵 は 跣 吻 3 の 1種 に 吸牧されて ゐたか ら （此 の 總

翅 目は Pp
，
　Aj

，
　Cr の 搖籃 中に 1匹 づ っ 屡 々 見出 され 明か に その 卵を吸牧 す る）

‘

私 の見 た もの で Pp の 自然駄態に於 ける幼蟲鬪爭は 考 へ られ なか つ た 。
　Aj は 1

搖籃中 tc　1〜 3 卵 を封 じ、 孵化 した幼蟲聞 に は鬪爭が 起 つ て 常 に 唯 1 匹 の み が發

育する 。 上表 の 他に多數 の 搖籃 を 採集 して 羽化 を調ぺ たが常 に 羽化す る もの は

唯 1 匹 で あつ た “ 13
， Vll　1935 探集 した揺籃 を開 い て調査 して ゐた時 1 所 に時

1
；

1　 113 　617 　3

ユ2821 δ310

蓼
1 211 1 6

4  10
δ0．

；482 ’
50

134175
」

56
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計皿 に 入れて お V ・た幼蟲間に 鬪爭が起 つ て ゐ て 或 る もの は既 に 他を食ひ つ つ あ

’
る の を發見 して家の實驗を して みた 。 稍子管に綿栓を して 中に 2 匹 の幼蟲 をみ

れて お く （封 じ られ た室間に 太小 を作る）。 稍子管に 丸め た栗 の 葉で 兩側か ら仕

　切つ た室間を造つ て 2 匹 の 幼蟲 を入れて お く （室間 に は大小 を作 る）様 に しfto・

14， VI 朝見た と き何れの 場合に も鬪爭は不可 避の もの で あ つ て 何れか
一方 の幼

　蟲 は空間 の 大小 、食物の 存否 を論ぜ す他 を攻撃 して 食ふ ，

一方 が大 き　to時 に は

　小さい 方 を全 く食盡 して しま う。 確か に鬪爭性 は Aj に 於 い て は頗 る能動的 な

り
もの で あ る 。 是等の 幼蟲は鬪爭後栗の 葉を詰めた 硝子管の 中で 發育何れ も朋化

　した 。 實際の 場合鬪爭は孵化．した ばか りの 幼蟲 の 間 に起 る もの と推定 され る 。

　それ は 1 つ に は卵は 2，3 個の 場合概 ta− i塊 をな して 産 下 され て ゐ るか らで あ

　つ て 、例 へ ば 13
， VI 夕刻 あ る搖籃 を 開 い て 一塊 をな した 3卿を見た の で その

　ま S 卷 VOて稍子管 内に封 じて お V ・たが 16
，
　VI

，
9・A ．M ．に 再 び 開V て 見 る と長 さ

゜
2．5　mm に なつ た 幼蟲が 唯 1匹 葉を食 つ て居 て 、他の 2 卵の 卵殻 す ら殘 つ て ゐ

　なか つ た 。 此 の 孵化直後 の 幼蟲の 鬪爭は別 rt の 搖籃か ら集め た卵の 間 に も同樣

　に 見られ る 。 斯 く早期 に發生 した鬪爭性は完全 に發育す る ま で 全幼蟲期間に持

　績する もの で あ る 。 か くして Aj に お ける鬪爭は明白な もの で ある に 拘 らす上

　記 の 表の 如 く多卵 性の 攜籃 は 約 40 ％ に 及 ん で ゐ る點か ら考 へ る と或 は特種意義

　帥ち 2
，
3卵を含む もの で は そ の 中の 1

，
2 卵 は特種 の 營養と して 合目的的 に與

　へ られて あ る の で は なV ・か と も想像 きれ る 。

’
　　　　　　　　　

‘

　　　稍子管に 食ふ べ き植物の 勲 充嗔 して そ の 間 に 幼蟲 を封 じ る事 に よ つ て 是

　等昆蟲の 幼蟲は 容易に發育せ しめ得 る 。
Bv

，　A1 ，　Du に此の 方法 を用ゐ て 飼育す

　 るとた と へ 2 匹 以上 が相接觸 して ゐ て も決 して 鬪爭は起 らな い 。 分類形態上 か

　ら Aj
，
　Cr

，
　Pp

，
　An

，
　Pr とは離れ て ゐ るが 同時 に習性上 で も大差が あ る の で あ

　つ て
、 鷹の 他 に全發育 を絡へ た Bv

，
　Al ，

　Du の幼蟲 は決 して他種の様 に搖籃 内

　に と どまっ て 蛹化羽化せ すに 孔を開けて 地 上 に 落下す る 。 幼蟲 は地 中に 土窩を

　造 つ て越年 し年 1 囘發生す る樣で あ る 。
Pr （不 明）を除い た 一Aj ，　Cr，　Pp ，　An の

　 4種は何れ も6 月上旬 に 造 つ た搖籃 か らは 6 月下旬 に は第 12世代 の成蟲が 出現

　 し、少 くと も年 2 囘以上 は發生する の で あ る 。

　　　以一Eは頗 る杜撰で あ る が 8 種に つ い て 知 つ た習性の 1部 で あ っ て 、食性 ，

　莖又は落の切斷法 ， 卷上げ法 ， 産卵數 ， 幼蟲間の爭鬪 につ い て 多 少新 しい 觀察を．
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加へ たつ も りで
ー
あ る

’
。　　　　　 ．　　　　　　　

『囓

’ 脚 ・… が 鐘 齷 して ゐ る撕 ・於 ・・（ それ ぞ れ の 酷 鯉 蹠 廳

『吻 θ輔 R ・Er …

．
f・濯 ・・‘ S・H ・LSKII と 珈 吻 。蜘 ， μ 。，〜囎 V 。LLE ，（。。vn 。 ．

の 黜 鰍 鮪 す る もの （・・t・meb ・b… 　V … に似て ゐ る雌 黼 の 色彩饌 り、
そ の 前 報 難 で 原 型 と 同脚 個の 黜 があ り後牛 は鑢 黜 で あ る） が混 っ

て 齷 して ゐ る の を勲 慨 の 習性 に 聴 れ も何鞭 化 瑠 魂 かつ
’k 。

L

（曜和10年 7月23日受 領）

ρ
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固
　　　　　 第 2 圖　　Du の 切斷線

Du ： 1− 2（ブ ナ ）J　3− 22（ミ ヅ ナ ラ），

’
23− 29〔ク ヌ ギ ｝
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a j 墨
　　　　 第 3 圖　　Pp 君Aj

，
　Pr 死）切斷線

Pb ： 1− i5（ク リ， ミ ヅ ナ ラ）

Aj ： 1− 14（ハ ン ノ キ
， ク リ）

k ：

’
1一虫｝‘ク y ギ ）　 　 　

「

PpとPr の 中助脉 上 の 噛傷に 注慧

ft の 321　36
，
・37

，
・38

， 39
，
・40 は 不規 則 な異ue切斷 で あ る
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喟

6

7

．’） 」

書1

Bv

12

　 　　 　　　 　　 　　 　　 第 4 圖　 搖

CR ： 1−−4 〈＝ ゴ ノ キ ）

AJ ：　δ
一6（ク リ）， 7

．
（ハ ン ノ キ

11
　　　鮪

Du ： 8（ブ ナ ），
　9（クヌ ギ ｝，

’
11
’
（ミ ヅ ナ ラ）

Bv ； 11− 12（モ ミ ヂ ）

　 籃

P 民：
・．13

，
15｛ク ヌ ギ ），

14（ク リ）

恥 ： 16（ク ヌ ギ ｝，
17（ク リ ），18（ミ ヅ ナ ラ ）

An ： 19− 20（ナ ツ フ ヂ ）
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i
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目

i

L

▼

t

　　　　　　　　　 第 δ 圓 　 Bv
，
　A1 の 搖 籃

ム〜K ＝Bv ： suffix ・1は 全外私 2 は 夕卜部 の 】・05e な覆葉を除 い た もの ，

3 は 最内部 の 産卵 葉 ¢）卷物 を示 す → 印 は 孚 ば 噛切 り した 個所 を示す
X − Z ＝ A1 ： su 伍 x　l は 全 形 で エ1

，
　IU

，
　IVT は そ れ を解 》・て 行 つ た もの

で 葉の 卷 き方 を示 して ゐ る　　R は cr の 切 斷 の 跡．
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